
る
お
気
持
ち
で
す
か
。

選
択
肢
―
①
住
み
続
け
る
、
②
た
ぶ

ん
住
み
続
け
る
、
③
た
ぶ
ん
移
転
す

る
、
④
移
転
す
る

　
こ
の
質
問
で
、
①
と
②
を
合
わ
せ

た
比
率
を
「
現
住
地
定
住
意
向
」
と

い
う
。
ま
た
、
③
・
④
を
選
択
し
た

人
に
は
、
希
望
す
る
移
転
先
を
た
ず

ね
て
お
り
、
横
浜
市
内
へ
の
移
転
を

希
望
す
る
比
率
（
「
市
内
へ
の
移
転

意
向
」
）
と
現
住
地
定
住
意
向
を
合

わ
せ
て
、
「
市
内
定
住
意
向
」
と
い

　
こ
の
定
住
意
向
の
質
問
は
、
昭
和

五
十
三
年
度
の
調
査
か
ら
（
希
望
す

る
移
転
先
は
昭
和
六
十
年
度
か
ら
）

実
施
さ
れ
て
い
る
。
図
―
１
を
み
る

と
、
現
住
地
定
住
意
向
に
つ
い
て

は
、
平
成
元
年
に
大
幅
に
増
加
し
た

後
、
近
年
は
増
減
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
全
体
的
に
低
下
傾
向
に
あ
る

（
平
成
六
年
度
六
五
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
）
。
一
方
、
市
内
定
住
意
向
は
、

や
は
り
増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

八
割
前
後
で
推
移
し
て
い
る
（
平
成

六
年
度
七
七
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
。

こ
れ
は
、
市
内
へ
の
移
転
意
向
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
（
希
望
す

る
移
転
先
の
う
ぢ
市
内
へ
の
移
転
意

向
は
、
平
成
六
年
度
四
四
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
）
。

　
こ
の
現
住
地
定
住
意
向
の
近
年
の

変
化
を
見
る
と
、
印
刷
物
な
ど
で
目

に
す
る
「
市
民
の
定
住
意
向
の
高
ま

り
」
と
い
う
表
現
に
は
疑
問
を
感
じ

る
。
現
住
地
定
住
意
向
は
平
成
元
年

ま
で
増
加
を
続
け
た
が
、
そ
の
後
、

低
下
傾
向
に
転
じ
て
い
る
。
市
内
定

住
意
向
も
高
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
。
ま
た
、
実
際
の
人
口
移
動
で

は
（
図
―
２
）
、
昭
和
五
十
九
年
以

降
市
外
へ
の
転
出
者
が
増
え
続
け
て

い
る
。

　
そ
れ
で
は
平
成
元
年
以
降
に
お
け

る
現
住
地
定
住
意
向
の
変
化
は
、
ど

の
よ
う
な
要
因
に
よ
る
も
の
な
の
で

あ
ろ
う
か
。

図―１　定住意向の経年変化図―２　市外移動人口の推移
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横
浜
市
民
意
識
調
査

　
横
浜
市
民
意
識
調
査
は
、
横
浜
市

が
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
二
十
歳
以

上
の
市
民
を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て

い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
市
民
の

定
住
意
向
や
生
活
の
満
足
感
、
市
政

に
対
す
る
評
価
や
要
望
な
ど
に
つ
い

て
、
同
じ
質
問
を
毎
年
繰
り
返
し
て

た
ず
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
意
識

の
経
年
的
な
変
化
を
追
跡
・
把
握
し

て
い
る
。
以
下
で
は
、
昨
年
十
月
に

実
施
し
た
平
成
六
年
度
の
調
査
結
果

か
ら
、
市
民
の
定
住
意
向
の
変
化
に

つ
い
て
報
告
す
る
。

属
性
ご
と
の
傾
向

　
こ
こ
で
、
現
住
地
定
住
意
向
に
つ

い
て
過
去
の
調
査
結
果
か
ら
わ
か
っ

て
い
る
、
回
答
者
の
属
性
に
よ
る
回

答
傾
向
の
違
い
を
確
認
し
て
お
く
。

　
回
答
者
を
住
居
形
態
で
持
家
と
持

家
以
外
に
分
け
て
み
る
と
、
持
家
の

方
が
定
住
意
向
が
高
く
、
ま
た
、
年

齢
別
に
み
る
と
、
年
齢
が
高
い
ほ
ど

定
住
意
向
が
高
い
。
図
―
３
を
み
る

と
、
平
成
元
年
に
現
住
地
定
住
意
向

が
大
幅
に
増
加
し
た
の
は
、
持
家
以

外
の
定
住
意
向
が
増
加
し
た
た
め
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
持
家
の
定
住

定
住
意
向
の
経
年
変
化

質
問
文
―
あ
な
た
は
、
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
今
の
お
住
ま
い
に
住
み
続
け

①
　
　
調
査
＆
政
策
研
究

　
現
住
地
定
住
意
向
の
低
下
と
そ
の
要
因

　
■
五
島
哲
男
・
三
村
庄
一
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意
向
は
低
下
し
て
い
る
）
。
ま
た
、

図
―
４
で
年
齢
別
に
み
る
と
、
平
成

元
年
の
現
住
地
定
住
意
向
の
増
加
は

特
に
三
十
代
で
顕
著
に
み
ら
れ
、
そ

の
後
の
低
下
に
つ
い
て
も
三
十
代
が

最
も
大
き
く
低
下
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

地
価
高
騰
の
イ
ン
パ
ク
ト

　
人
々
は
ど
ん
な
理
由
・
き
っ
か
け

で
転
居
す
る
の
か
。
総
理
府
が
昨
年

六
月
に
実
施
し
た
「
住
宅
・
居
住
に

関
す
る
世
論
調
査
」
に
よ
る
と
、
転

居
す
る
理
由
（
き
っ
か
け
）
の
上
位

二
項
目
は
、
職
業
上
（
就
職
・
転
勤
・

退
職
）
の
理
由
と
、
住
宅
取
得
（
新

築
・
購
入
・
相
続
）
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
住
宅
取
得
に
つ
い
て
、
市
民
意

識
調
査
か
ら
確
認
で
き
る
デ
ー
タ
を

も
と
に
考
察
す
る
。

　
図
―
５
は
住
居
形
態
を
ラ
イ
フ
ス

図―３　住居形態別現住地定住意向

テ
ー
ジ
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
（
平

成
六
年
度
）
。
夫
婦
の
み
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
賃
貸
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ

ン
に
住
む
人
の
比
率
が
最
も
高
く
、

そ
の
後
子
供
が
生
ま
れ
成
長
す
る
に

つ
れ
て
（
家
族
形
成
期
・
家
族
成
長

前
期
）
、
住
宅
を
取
得
し
て
い
る

（
持
家
の
比
率
が
高
ま
る
）
様
子
が

わ
か
る
。
現
住
地
定
住
意
向
が
住
居

形
態
と
年
齢
に
よ
り
異
な
る
点
を
考

慮
す
る
と
、
夫
婦
の
み
、
家
族
形
成

期
と
い
っ
た
若
い
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
属
す
る
人
の
住
宅
取
得
に
対
す
る

考
え
方
が
、
現
住
地
定
住
意
向
の
変

化
を
も
た
ら
す
大
き
な
要
因
で
あ
る

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
住
宅
取
得
に
う
い
て
は
、
い
わ
ゆ

る
バ
ブ
ル
に
よ
る
地
価
高
騰
が
、
人
々

の
住
宅
購
入
に
対
す
る
意
識
を
大
き

く
変
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
横
浜

市
内
の
住
宅
地
の
地
価
公
示
価
格
が

急
騰
し
た
の
は
昭
和
六
十
三
年
で
、

図―４　年齢別現住地定住意向

　
翌
年
の
平
成
元
年
に
現
住
地
定
住
意

　
向
か
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の

　
こ
と
に
つ
い
て
、
や
や
大
胆
で
は
あ

る
が
、
次
の
よ
う
な
仮
説
を
提
示
し

　
た
い
。

　
　
平
成
元
年
に
現
住
地
定
住
意
向
が

　
増
加
し
た
の
は
、
持
家
以
外
の
市
民

　
層
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
住
宅
購
入
を

断
念
し
、
現
在
の
住
居
（
借
家
）
に

　
住
み
続
け
る
し
か
な
い
と
い
う
、
い

　
わ
ば
「
あ
き
ら
め
の
定
住
意
向
」
で

　
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
定
住
意
向
の
低

　
下
傾
向
に
つ
い
て
は
、
特
に
若
年
世

　
代
に
顕
著
で
あ
る
こ
と
と
、
最
近
の

　
人
口
移
動
で
若
年
の
市
外
流
出
が
多

　
い
こ
と
、
流
出
先
は
横
浜
市
以
外
の

　
神
奈
川
県
内
と
東
京
都
区
部
が
多
い

　
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
れ
は
、

　
①
地
価
が
鎮
静
化
す
る
こ
と
で
再
度

　
住
宅
取
得
に
チ
々
レ
ン
ジ
す
る
人
々

　
は
、
横
浜
市
以
外
の
神
奈
川
県
内
へ
、

　
②
住
宅
取
得
を
あ
き
ら
め
た
若
年
・

　
非
持
家
層
は
む
し
ろ
職
場
へ
の
近
接

　
性
を
求
め
て
東
京
都
区
部
の
賃
貸
住

　
宅
へ
、
と
い
う
図
式
で
と
ら
え
る
こ

　
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
も
ち
ろ
ん
実
際
に
は
、
人
々
の
定

住
意
向
は
地
価
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
。

先
述
の
総
理
府
調
査
で
も
転
居
理
由

の
第
一
位
が
職
業
上
の
理
由
で
あ
り
、

こ
れ
は
景
気
動
向
な
ど
経
済
環
境
の

変
化
と
企
業
の
行
動
が
鍵
を
握
っ
て

調
査
＆
政
策
研
究
①
・
現
住
地
定
住
意
向
の
低
下
と
そ
の
要
因

い
る
。
し
か
し
、
地
価
高
騰
が
都
市

部
に
居
住
す
る
人
々
の
意
識
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
事
実
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

定
住
意
向
の
高
ま
り
？

　
以
上
述
べ
た
横
浜
市
民
の
定
住
意

向
は
、
横
浜
市
民
意
識
調
査
の
結
果

で
み
る
限
り
高
ま
っ
て
い
る
と
は
言

え
な
い
。
た
だ
し
、
横
浜
市
内
へ
の

移
転
意
向
は
高
ま
っ
て
お
り
、
決
し

て
横
浜
の
魅
力
が
失
わ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。
こ
こ
で
示
し
た
地
価
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
市
民

の
定
住
意
向
に
変
化
を
も
た
ら
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、
人
口
が
社
会
減

（
平
成
六
年
）
に
な
っ
た
こ
と
と
と

も
に
、
横
浜
市
が
都
市
成
長
の
新
た

な
段
階
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

Λ
五
島
＝
企
画
局
調
査
課
長
／
三
村
＝

同
課
Ｖ

図―５　ライフステージ別住居形態
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